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研究成果の概要： 
 日本とニュージーランドでの社会科における「基礎・基本」は、日本が個別知識における「基

礎・基本」を強く打ち出しているのに対して、ニュージーランドはスキルの「基礎・基本」を

主としている。スキルを強めることは、応用力や思考力を高めることにもなる。国際地理オリ

ンピックの出題にもその傾向がみられる。日本でも、個別知識より概念知識を「基礎・基本」

とすることで、スキルをも取り入れた、日本の知識重視の「基礎・基本」が無理なく改善でき

ることを提言した。 
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１．研究開始当初の背景 

 研究開始当初は、学力問題の低下が指摘さ

れ、「基礎・基本」が見直されはじめていた。

他方で、社会科における「基礎・基本」は曖

昧のままであった。そのような状況にあって、

なぜ日本の社会科の「基礎・基本」が曖昧な

のかの要因を追究し、日本の社会科の「基

礎・基本」はどうあるべきかの指針を示すこ

とは急務であった。 

 
２．研究の目的 

 そうした中で、ニュージーランドでは「基

礎・基本」をスキルの観点から整理し、カリ

キュラムに提示してきた。そこで、本研究の

目的は、ニュージーランドと日本の社会科の

「基礎・基本」を比較し、それを踏まえて日



本の社会科に「基礎・基本」を提言していく

こととした。 

 
３．研究の方法 

 日本の社会科で考えられている「基礎・基

本」を文献で整理し、ニュージーランドでの

「基礎・基本」については現地で資料を収集

するとともに、学校の実践レベルでの指導案

や教師への聞き取り調査で資料を収集する。

さらに、それらの資料を整理しその成果を国

内だけでなく、国際学会で発表することによ

り、議論を尽くすことで、日本の社会科の「基

礎・基本」の基盤を明確化していくとともに、

国際スタンダードを考慮した社会の「基礎・

基本」の構造化にせまっていく。 

 
４．研究成果 

 日本では，知識注入の授業の脱却から「学

び方を学ぶ」学習へと転換した。しかし，近

年それは学力の低下を招くとして批判され，

知識の「基礎・基本」を充実させる方向へと

再転換した。しかしながら，「基礎・基本」

は知識に限った「基礎・基本」だけではない。

社会科にとっての学力とは，４つの基礎（基

本）の統合であるといえる。４つの基礎とは，

知識，スキル，考察の観点，学習のプロセス

である。知識は社会事象に関する知識をさし，

スキルは，調査，コミュニケーション，問題

解決などの能力である。考察の観点とは，地

理的内容でいえば位置関係，場所の特性とい

った地域を分析する視点や分布の把握→そ

の要因の考察→他地域との比較といった分

析のプロセスである。学習のプロセスは，課

題把握→資料の収集→整理→分析・解釈→判

断・意思決定→参加といった一連の作業であ

る。それら４つの基礎を統合してこそ社会科

の学力であるといえる。このような「基礎・

基本」に基づいて，多様な価値観を認め，様々

な価値観をどのように認め合うかを学習す

る。そのため，基礎となる知識は当然のこと

必要であるが，その基礎的な知識をどのよう

に駆使し，価値判断および意思決定していく

のかが学習の鍵となる。 

 平成 20 年度に公示された新学習指導要領

の地理的分野においては、地理的見方・考え

方，地理的スキル，地域調査の重視は継続さ

れているが，地域調査の結果については，自

分の解釈を加え，意見交換するなどのコミュ

ニケーション能力の育成が強調さているこ

とが方法的側面でのポイントとしてあげら

れよう。地理学習においても，自分の解釈を

述べたり意見交換したりして，自分はどのよ

うに立ち向かえばいいのだろうと考えるこ

と，換言すれば地域の課題をとらえ，それを

分析し，議論し，価値判断，意思決定，参画

する態度を養うことが重視されている。 

 本報告では、社会科特に地理的分野を中心

としながら、「基礎・基本」を検討し、日本

とは異なるスタンスの「基礎・基本」をもつ

ニュージーランドの社会科を比較しながら、

社会における「基礎・基本」の概念を明らか

にし、それを推進させる方策までを追究しよ

うとした。 

 本研究の成果は，本報告書とともに，多く

の論文としてまとめることもできた。さらに、

国際大会で研究発表することにより、国際的

な観点から議論を深めることができた。これ

は、本科学研究費による最大の進歩である。

日本の地理教育は、以前は十分位世界に発信

することがなかったが、この科学研究費を得

ることにより、世界へ日本の地理教育が発信

できたといえる。そして、研究を進めるにつ

れ，さらなる研究課題が生じ，今後ともさら

なる研究が必要である。 本研究の結論とし

ては、「基礎・基本」を単に個別知識として

捉えるのではなく、スキルや概念的知識から



捉えていくとが必要とされるというもので

ある。このような「基礎・基本」は、ニュー

ジーランドでも力を入れている国際地理オ

リンピックでも活用され、国際的スタンダー

ドとなっている。日本における社会科、特に

地理教育での「基礎・基本」を明示できたと

考える。また、本研究の成果を活用した学会

が主催する教師のための講習会や、日本の高

校生が国際地理オリンピック二参加する下

地ともなった。 
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